
(57)【要約】

【課題】　　燃料容器が異なる角度に置く時、その液位

及び容量の検出を行わせることの提供。

【解決手段】　　本発明は、燃料電池の燃料容器液面を

検出する方法及びその装置に関わり、液体燃料を貯蔵す

る収容空間を具備する該容器と、それぞれ該回路装置に

電気的に接続し、且つ、それぞれ液位情報を提供する液

位検出手段を具備するこれらセンサーと、論理演算回路

を具備し、且つ、該論理演算回路は液位情報の電気信号

を液体燃料貯蔵量の電気信号に変換する演算手段を具備

する該回路装置を含み、これらセンサーによりそれぞれ

液位を検出してそれぞれの液位情報の数個の液位に対応

する基準位置情報が得られ、及び該回路装置の論理演算

回路が液位情報に対応する各基準位置の電気情報を利用

して液体燃料の貯蔵量に変換できることを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 に お い て 、
イ ． 液 体 燃 料 を 貯 蔵 す る 収 容 空 間 を 具 備 す る 容 器 と 、 そ れ ぞ れ 該 回 路 装 置 に 電 気 的 に 接 続
し 、 且 つ 、 そ れ ぞ れ 液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る 第 一 セ ン サ ー と 第 二 セ ン
サ ー と 、 論 理 演 算 回 路 を 含 み 、 且 つ 、 該 論 理 演 算 回 路 に は 液 位 情 報 の 電 気 信 号 を 液 体 燃 料
貯 蔵 量 の 電 気 信 号 に 変 換 す る 演 算 手 段 を 具 備 す る 該 回 路 装 置 を 提 供 す る こ と と 、
ロ ． 該 第 一 セ ン サ ー 、 及 び 、 第 二 セ ン サ ー は 、 液 位 検 出 手 段 で 検 出 で き た 液 位 が 、 そ れ ぞ
れ １ つ の 座 標 軸 に 定 義 す る こ と と 、
ハ ． 該 第 一 セ ン サ ー と 第 二 セ ン サ ー が そ れ ぞ れ 液 位 を 検 出 し 、 定 義 し た 座 標 軸 に 対 応 し て
そ れ ぞ れ 液 位 情 報 の 第 一 基 準 位 置 と 第 二 基 準 位 置 を 得 る こ と 、 及 び 、
二 ． 該 回 路 装 置 の 論 理 演 算 回 路 は 液 位 情 報 に 対 応 す る 各 基 準 位 置 の 電 気 情 報 を 利 用 し て 液
体 燃 料 貯 蔵 量 に 変 換 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検
出 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 に お い て 、
イ ． 該 回 路 装 置 に 電 気 的 に 接 続 し 、 且 つ 、 液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る 第
三 セ ン サ ー を 更 に 一 歩 進 ん で 提 供 す る こ と と 、
ロ ． 該 第 三 セ ン サ ー を 該 容 器 内 、 且 つ 該 第 一 セ ン サ ー と 第 二 セ ン サ ー が 構 成 さ れ る 基 準 面
以 外 の 空 間 内 に 設 置 す る こ と と 、
ハ ． 該 第 三 セ ン サ ー は 液 位 検 出 手 段 で 検 出 で き た 液 位 が 他 の 座 標 軸 に 定 義 す る こ と 、 及 び
、
二 ． 該 第 三 セ ン サ ー が 液 位 を 検 出 す る こ と で 、 液 位 情 報 の 第 三 基 準 位 置 を 得 ら れ る ス テ ッ
プ を 更 に 一 歩 進 ん で 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 に お い て 、
イ ． 該 回 路 装 置 に 電 気 的 に 接 続 し 、 且 つ 、 そ れ ぞ れ 液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具
備 す る 第 三 セ ン サ ー 、 及 び 、 更 に 一 歩 進 ん で 第 四 セ ン サ ー を 提 供 す る こ と と 、
ロ ． 該 第 三 セ ン サ ー 、 及 び 、 第 四 セ ン サ ー を 該 容 器 内 、 且 つ 該 第 一 セ ン サ ー と 第 二 セ ン サ
ー が 構 成 さ れ る 基 準 面 以 外 の 空 間 内 に 設 置 す る こ と と 、
ハ ． 該 第 三 セ ン サ ー 、 及 び 、 第 四 セ ン サ ー は 液 位 検 出 手 段 で 検 出 で き た 液 位 が １ つ の 座 標
軸 に 定 義 す る こ と 、 及 び 、
二 ． 該 第 三 セ ン サ ー 、 及 び 、 第 四 セ ン サ ー が 液 位 を 検 出 す る こ と で 、 液 位 情 報 の 第 三 基 準
位 置 と 第 四 基 準 位 置 を 得 ら れ る ス テ ッ プ を 更 に 一 歩 進 ん で 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料 電
池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 に お い て 、
液 体 燃 料 を 貯 蔵 す る 収 容 空 間 を 具 備 す る 容 器 と 、
液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る 第 一 セ ン サ ー と
液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る 第 二 セ ン サ ー 、 及 び 、
論 理 演 算 回 路 を 具 備 す る 回 路 装 置 を 含 み 、
該 第 一 セ ン サ ー と 第 二 セ ン サ ー が そ れ ぞ れ 該 回 路 装 置 に 電 気 的 に 接 続 し 、 且 つ 、 該 論 理 演
算 回 路 は 液 位 情 報 の 電 気 信 号 を 液 体 燃 料 貯 蔵 量 の 電 気 信 号 に 変 換 す る 演 算 手 段 を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 に お い て 、 更 に 一 歩 進 ん で 、 液 位
情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 し 、 及 び 、 該 回 路 装 置 に 電 気 的 に 接 続 す る 第 三 セ ン サ
ー を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 に お い て 、 更 に 一 歩 進 ん で
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液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る 第 三 セ ン サ ー 、 及 び 、
液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る 第 四 セ ン サ ー を 含 み 、
該 第 三 セ ン サ ー と 第 四 セ ン サ ー が そ れ ぞ れ 該 回 路 装 置 に 電 気 的 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す
る 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 に お い て 、
該 回 路 装 置 の 回 路 を 回 路 板 に 設 置 し 、 且 つ 、 該 回 路 板 を 該 容 器 内 に 設 置 す る こ と を 特 徴 と
す る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 及 び そ の 装 置 で 、 特 に 数 個 の 液 位 レ ベ
ル セ ン サ ー 及 び 論 理 演 算 器 を 提 供 す る こ と で 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 の 貯 蔵 量 を 得 ら れ
る こ と に あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 燃 料 電 池 は 、 水 素 リ ッ チ 燃 料 例 え ば メ タ ノ ー ル に よ っ て 酸 素 燃 料 と 電 気 化 学 的 反 応
を 起 す こ と で 、 電 力 を 出 力 す る 電 池 コ ア 部 分 を 具 備 す る 。 小 型 化 燃 料 電 池 の 応 用 分 野 内 に
お い て 、 使 用 者 に い つ 燃 料 を 補 充 さ せ る こ と を 知 ら せ る た め 、 燃 料 容 器 内 の 燃 料 液 位 及 び
燃 料 容 量 を 検 出 さ せ る 。 本 発 明 の 検 出 す る 燃 料 容 器 は 、 携 帯 型 電 器 製 品 に 使 用 す る 。 製 品
を 携 帯 或 い は 使 用 時 、 置 か れ る 角 度 の 違 い に よ り 燃 料 容 器 内 の 燃 料 液 位 は 、 製 品 の 置 く 方
法 と 伴 に 角 度 を 変 換 す る た め 、 同 一 方 向 に 固 定 さ れ る こ と の な い 新 し い 液 面 検 出 メ カ ニ ズ
ム を 提 供 す る こ と が 必 要 と な り 、 燃 料 容 器 が 異 な る 角 度 に 置 か れ た 時 も そ の 液 位 及 容 量 の
検 出 に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ に よ り 、 本 発 明 の 発 明 者 は 従 来 の 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 の 欠 陥 に 鑑 み 、 発 明 を 切 望 す る
こ と で 新 し い 液 面 検 出 メ カ ニ ズ ム を 実 現 す る た め 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方
法 及 び そ の 装 置 を 改 良 し た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 主 要 な 目 的 は 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 及 び そ の 装 置 を 提 供 し 、
燃 料 容 器 が 異 な る 角 度 に 置 か れ た 時 で も 、 そ の 液 位 及 び 容 量 の 検 出 が で き る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 及 び そ の
装 置 を 提 供 し 、 液 体 燃 料 を 貯 蔵 す る 収 容 空 間 を 具 備 す る 該 容 器 と 、 そ れ ぞ れ 該 回 路 装 置 に
電 気 的 に 接 続 し 、 且 つ そ れ ぞ れ 液 位 情 報 を 提 供 す る 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る こ れ ら セ ン サ
ー と 、 論 理 演 算 回 路 を 具 備 し 、 且 つ 該 論 理 演 算 回 路 は 液 位 情 報 の 電 気 信 号 を 液 体 燃 料 貯 蔵
量 の 電 気 信 号 に 変 換 す る 演 算 手 段 を 具 備 す る 該 回 路 装 置 を 含 み 、 こ れ ら セ ン サ ー に よ り そ
れ ぞ れ 液 位 を 検 出 し て そ れ ぞ れ の 液 位 情 報 の 数 個 の 液 位 に 対 応 す る 基 準 位 置 情 報 が 得 ら れ
、 及 び 該 回 路 装 置 の 論 理 演 算 回 路 が 液 位 情 報 に 対 応 す る 各 基 準 位 置 の 電 気 情 報 を 利 用 し て
液 体 燃 料 の 貯 蔵 量 に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
当 該 技 術 を 熟 知 す る 者 に 本 発 明 の 目 的 、 特 徴 及 び 効 果 を 理 解 し て も ら う た め 、 下 記 の 具 体
的 な 実 施 例 を 介 し 付 属 の 図 式 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 本 発 明 に 対 す る 詳 細 な 説 明 を 以 下 の
と お り 行 う も の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 の 第 一 具 体 的 実 施 例

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-134311 A 2007.5.31



を 示 す 立 体 図 で あ る 。 図 １ を 見 る と 、 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方
法 の 装 置 は 、 容 器 １ 、 第 一 セ ン サ ー ２ 、 第 二 セ ン サ ー ３ 及 び 回 路 装 置 ４ を 具 備 し 、 且 つ 容
器 １ を 燃 料 電 池 ５ に 連 結 す る こ と で 、 燃 料 電 池 ５ に 必 要 な 水 素 リ ッ チ 液 体 燃 料 を 供 給 す る
こ と で 、 該 燃 料 電 池 ５ に 水 素 リ ッ チ 燃 料 、 酸 素 燃 料 及 び 触 媒 物 質 に よ り 電 気 化 学 的 反 応 を
起 し て 電 力 出 力 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 の 本 発 明 の 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 を 使 用 す る 装 置 内 に お い て 、 該 容
器 １ は 、 収 容 空 間 の 中 空 構 造 を 具 備 し 、 そ の 収 容 空 間 は 液 体 燃 料 の 貯 蔵 と し て 提 供 さ れ る
こ と が で き る 。 該 第 一 セ ン サ ー ２ と 第 二 セ ン サ ー ３ は そ れ ぞ れ 液 位 検 出 手 段 を 具 備 す る 装
置 で あ り 、 並 び に そ れ ぞ れ 回 路 装 置 ４ に 電 気 的 に 接 続 し 、 そ の 液 位 検 出 手 段 に は 機 械 式 、
電 子 式 及 び 各 種 物 理 式 内 の い ず れ か 手 段 に よ り 検 出 で き た 液 位 情 報 を 電 気 信 号 形 式 で 回 路
装 置 ４ に 伝 送 で き 、 及 び 該 回 路 装 置 ４ は 論 理 演 算 器 ４ １ の 回 路 を 具 え 、 該 論 理 演 算 器 ４ １
が 電 気 信 号 演 算 手 段 を 具 備 す る こ と で 、 第 一 セ ン サ ー ２ と 第 二 セ ン サ ー ３ か ら フ ィ ー ド バ
ッ ク さ れ た 液 位 情 報 の 電 気 信 号 を 液 体 燃 料 貯 蔵 量 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 の 回 路 装 置 ４ は 、 回 路 板 に そ の 回 路 を 配 線 す る こ と で 、 更 に 一 歩 進 ん で 該 容 器 １ 内 に
設 置 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 の 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 に 基 づ い て 、 該 容 器 １
を ポ ン プ ６ に 連 接 で き 、 燃 料 電 池 ５ の 電 気 化 学 的 反 応 に 必 要 な 液 体 燃 料 を 提 供 す る た め 、
更 に 該 ポ ン プ ６ に よ り 液 体 燃 料 を 該 燃 料 電 池 ５ に 流 入 さ せ て 駆 動 す る 。 ま た 該 容 器 １ 内 の
第 一 セ ン サ ー ２ 、 第 二 セ ン サ ー ３ と 回 路 装 置 ４ で は 、 容 器 １ 内 の 液 体 燃 料 貯 蔵 量 が 十 分 か
否 か を 判 断 す る た め の 液 体 燃 料 貯 蔵 量 の 演 算 を 行 い 、 同 時 に 使 用 者 に 液 体 燃 料 の 補 充 の 有
無 或 い は 液 体 燃 料 を 充 填 し た 他 の 容 器 に 交 換 す る か ど う か の 参 考 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 の 第 一 具 体 的 実 施 例
に 関 す る 平 面 図 で あ る 。 図 ２ を 見 る と 、 該 第 一 セ ン サ ー ２ 或 い は 第 二 セ ン サ ー ３ は 液 位 検
出 手 段 で 検 出 で き る 液 位 を 通 じ て 、 そ れ ぞ れ 座 標 軸 と 第 一 基 準 面 ３ ０ １ を 定 義 付 け る こ と
が で き る 。 容 器 １ が 該 第 一 基 準 面 ３ ０ １ 方 向 に 沿 っ て 回 転 す る 任 意 の 状 態 下 に お い て 、 第
一 セ ン サ ー ２ と 第 二 セ ン サ ー ３ が そ れ ぞ れ 液 位 の 第 一 基 準 位 置 ３ ０ ２ と 第 二 基 準 位 置 ３ ０
３ を で き る た め 、 該 回 路 装 置 ４ の 論 理 演 算 器 ４ １ が 第 一 基 準 位 置 ３ ０ ２ と 第 二 基 準 位 置 ３
０ ３ の 電 気 情 報 を 利 用 し て 液 体 燃 料 の 貯 蔵 量 に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ は 、 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の セ ン サ ー の 具 体 的 実 施 例
を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ３ を 見 る と 、 前 記 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す
る 方 法 内 の 第 一 セ ン サ ー ２ と 第 二 セ ン サ ー ３ は 、 機 械 式 の 液 位 検 出 手 段 を 用 い る こ と が で
き 、 例 を 挙 げ る と 、 各 セ ン サ ー の 液 位 検 出 手 段 は 中 空 の 管 体 ７ に フ ロ ー テ ィ ン グ ボ ー ル ７
１ を 取 り 付 け て 構 成 さ れ 、 且 つ 該 管 体 ７ に 数 個 の 管 壁 を 貫 通 す る 貫 通 孔 ７ ２ を 具 備 す る こ
と で 、 該 容 器 １ 内 の 燃 料 が 該 管 体 ７ の 貫 通 孔 ７ ２ を 介 し て 連 結 管 効 果 を 形 成 す る こ と が で
き 、 並 び に 該 フ ロ ー テ ィ ン グ ボ ー ル ７ １ を 該 容 器 １ 燃 料 に 対 応 す る 液 面 レ ベ ル ま で 浮 上 さ
せ る 。 更 に 、 該 フ ロ ー テ ィ ン グ ボ ー ル ７ １ の 位 置 は 、 バ ネ ７ ３ で 生 じ た 弾 力 を フ ォ ー ス フ
ィ ー ド バ ッ ク 装 置 に よ り 電 気 情 報 に 変 換 さ れ る こ と が で き る た め 、 図 ２ で 示 す 第 一 セ ン サ
ー ２ と 第 二 セ ン サ ー ３ は こ の 液 位 検 出 手 段 を 通 じ て 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 液 面 レ ベ ル の 電 気
情 報 、 つ ま り 第 一 基 準 位 置 ３ ０ ２ と 第 二 基 準 位 置 ３ ０ ３ の 電 気 情 報 を 得 る こ と が で き 、 且
つ 幾 何 学 計 算 を 経 て 、 第 一 基 準 位 置 ３ ０ ２ と 第 二 基 準 位 置 ３ ０ ３ が 対 応 す る 直 線 の 方 程 式
を 得 る こ と が で き 、 更 に 一 歩 進 ん で 該 容 器 １ が 該 第 一 基 準 面 ３ ０ １ の 表 面 方 向 に 回 転 す る
こ と を 仮 定 し て 、 直 線 の 方 程 式 に よ っ て 液 面 を 得 る こ と が で き 、 積 分 を 行 う こ と で 、 該 容
器 １ 内 の 液 体 燃 料 貯 蔵 量 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 該 第 一 セ ン サ ー ２ と 第 二 セ ン サ ー ３ に 電 子 式 の 液 位 検 出 手 段 も 用 い る こ と が で き 、
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例 え ば 、 電 気 抵 抗 値 の 測 定 図 内 に は 未 表 示 を 通 じ て 、 第 一 基 準 位 置 ３ ０ ２ と 第 二 基 準 位 置
３ ０ ３ の 電 気 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 各 セ ン サ ー 内 に お い て 、 前 記 の 機
械 式 と 電 子 式 の 液 位 検 出 手 段 の 使 用 に 制 限 さ れ る こ と な く 、 ま た 各 種 物 理 形 式 に よ る 検 出
で 、 該 回 路 装 置 ４ の 論 理 演 算 器 ４ １ に 利 用 で き る 電 気 情 報 を 変 換 す る こ と で 、 本 発 明 の 液
位 検 出 手 段 と な る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ は 、 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 の 第 二 具 体 的 実 施 例
を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ４ を 見 る と 、 該 容 器 １ は 更 に 一 歩 進 ん で 第 三 セ ン サ ー ２ ０ を 設 置
す る こ と が で き 、 該 第 三 セ ン サ ー ２ ０ は 液 位 検 出 手 段 で 検 出 で き た 液 位 に よ り 座 標 軸 を 定
義 付 け る こ と が で き 、 且 つ 該 第 三 セ ン サ ー ２ ０ は 第 一 基 準 面 ３ ０ １ 上 の 任 意 の 位 置 に は な
い た め 、 該 第 三 セ ン サ ー ２ ０ が 液 位 の 第 三 基 準 位 置 ３ ０ ５ を 得 る こ と が で き 、 該 回 路 装 置
４ の 論 理 演 算 器 ４ １ が 三 個 の 座 標 点 位 置 を 通 じ て 平 面 幾 何 学 の 計 算 を 決 定 し 、 前 記 第 一 基
準 位 置 ３ ０ ２ 、 第 二 基 準 位 置 ３ ０ ３ 及 び 第 三 基 準 位 置 ３ ０ ５ の 電 気 情 報 を 利 用 し て 燃 料 液
面 の 数 学 的 記 述 関 係 に 変 換 し 、 更 に 積 分 を 行 っ た 後 で 液 体 燃 料 の 貯 蔵 体 積 量 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 該 容 器 １ は 更 に 一 歩 進 ん で 第 四 セ ン サ ー ３ ０ を 設 置 す る こ と が で き 、 該 第 四 セ ン サ
ー ３ ０ は 液 位 検 出 手 段 で 検 出 で き た 液 位 に よ り 座 標 軸 を 定 義 付 け る こ と が で き 、 該 第 四 セ
ン サ ー ３ ０ は 第 一 基 準 面 ３ ０ １ 上 の 任 意 の 位 置 に は な い た め 、 該 第 三 セ ン サ ー ２ ０ と 第 四
セ ン サ ー ３ ０ の 投 影 が 第 二 基 準 面 ３ ０ ４ と し て 定 義 で き る 。 容 器 １ が 該 第 二 基 準 面 ３ ０ ４
方 向 に 沿 っ て 回 転 す る 任 意 の 状 態 下 に お い て 、 第 三 セ ン サ ー ２ ０ と 第 四 セ ン サ ー ３ ０ は そ
れ ぞ れ 液 位 の 第 三 基 準 位 置 ３ ０ ５ と 第 四 基 準 位 置 ３ ０ ６ を 検 出 す る こ と が で き 、 該 回 路 装
置 ４ の 論 理 演 算 器 ４ １ は 前 記 第 一 基 準 位 置 ３ ０ ２ 、 第 二 基 準 位 置 ３ ０ ３ 、 第 三 基 準 位 置 ３
０ ５ 及 び 第 四 基 準 位 置 ３ ０ ６ の 電 気 情 報 を 利 用 し て 液 体 燃 料 貯 蔵 量 に 変 換 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は 、 具 体 的 な 実 施 例 で 上 記 の と お り に 開 示 し た が 、 開 示 し た 具 体 的 な 実 施 例 が 本 発
明 と し て 限 定 的 に 用 い る こ と で は な く 、 当 該 技 術 を 熟 知 す る 者 は 本 発 明 の 精 神 と 範 囲 に 基
づ き 各 種 の 改 変 と 修 飾 を 行 な う こ と が で き 、 行 な っ た 改 変 或 い は 修 飾 も 全 て 本 発 明 の 保 護
範 疇 に あ り 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 す る も の を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 の 第 一 具 体 的 実 施 例
を 示 す 立 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 の 第 一 具 体 的 実 施 例
に 関 す る 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の セ ン サ ー の 具 体 的 実 施 例
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 で あ る 燃 料 電 池 の 燃 料 容 器 液 面 を 検 出 す る 方 法 の 装 置 の 第 二 具 体 的 実 施 例
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１ 　 容 器
２ 　 第 一 セ ン サ ー
３ 　 第 二 セ ン サ ー
２ ０ 第 三 セ ン サ ー
３ ０ 第 四 セ ン サ ー
４ 　 回 路 装 置

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-134311 A 2007.5.31



４ １ 論 理 演 算 器
５ 　 燃 料 電 池
６ 　 ポ ン プ
７ 　 管 体
７ １ フ ロ ー テ ィ ン グ ボ ー ル
７ ２ 貫 通 孔
７ ３ 　 バ ネ
３ ０ １ 　 第 一 基 準 面
３ ０ ２ 　 第 一 基 準 位 置
３ ０ ３ 　 第 二 基 準 位 置
３ ０ ４ 　 第 二 基 準 面
３ ０ ５ 　 第 三 基 準 位 置
３ ０ ６ 　 第 四 基 準 位 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(7) JP 2007-134311 A 2007.5.31



フロントページの続き

(72)発明者  范　安勝
            台湾新竹縣竹北市新泰路３５號８樓之１０
Ｆターム(参考) 5H027 AA08  BA13  DD00  KK51 

(8) JP 2007-134311 A 2007.5.31


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

